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エコアップ認証制度とは

・環境マネジメント（環境に配慮した取組を自主的、継続的に行う活動）に取り組む、

優れた事業所を県が認証する制度

・事業活動におけるＣＯ₂排出削減と環境負荷低減を推進します。

⊡ 制度概要 ⊡
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ＥＭＳ（環境マネジメントシステム：全体活動でのＰＤＣＡ）

CO2削減（省エネ） 環境負荷低減

⊡ 対象 ⊡

⊡ 費用 ⊡

県内事業所 （大規模事業所を除く）

無料



エコアップ認証活動でのＰＤＣＡの実際

Ｐ 目標(値）を定め、対策を計画 Ｄ 使用実績を把握・集計。対策を実施する。

Ａ 結果を評価・総括し、計画に反映させる。 Ｃ 状況を分析・報告、必要に応じ改善策を講
 じる。

計 画 表

　・利益率５％向上

　・１０ｔ-ＣＯ2削減

　・廃棄物リサイクル10%up

目標

目標管理 表

運転管理日報

目標管理 表 空調電力年間推移

運用対策で改善！
設備更新を計画
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埼玉県のCO2排出削減対策における認証制度の位置づけ

大

事
業
所
規
模

小

県内事業所合算でエネルギー
使用量が1,500kＬ以上の事業者

単独で3年連続1,500kＬ以
上の事業所

地球温暖化対策計画制度

目標設定型排出量取引制度

環境マネジメントの取組、
CO2排出削減の取組に
優れた中小規模事業所

エコアップ

認証制度
地球温暖化対策
計画の提出必須

CO2排出削減に取り組む
意欲を持つ中小規模事業所

省エネ診断

埼

玉

県

支援

支援

支援

支援
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エコアップ認証のメリット

・エネルギー削減をケーススタディとし、組織の課題解決力を向上

・県による審査、提供資料等で事業所マネジメントシステムの改善をフォロー

⊡ 直接のメリット ⊡

・省エネ活動の仕組みが構築される。

・ムダ（ムリ・ムラ）の摘出ができる。

エコアップ活動成果の核心部

省エネ体制構築

コストの削減

受注参加資格・
評価加点・公表

補助制度上の優先

・環境取組に対して、公的（県の）認証が無償で取得できる。

・認証ロゴマークの利用（名刺等）

・県の省エネ補助金の優先採択が得られる場合がある。

・県発注の入札における加点（入札参加資格格付・建設工事総合評価）

・県のＨＰで、優れた活動を行う事業所として公表（表彰制度あり）

○カーボンニュートラルの実践

○事業所の社会的信用度、イメージの向上

企業のＥSＧ価値向上、SDGｓでの取り組みの具体化
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エコアップ認証までのフロー

⊡ 認証までのフローと必要書類 ⊡

申出 申請 審査・認証

認証期間 ：３年
以降３年ごと更新審査

必要に応じ
改善・見直し必要

☆主な必要書類 （県様式）
・認証希望申出（新規認証申請）書
・ＣＯ₂排出量換算シート（４年分以上）
・廃棄物等排出量実績表（４年分以上）
・環境保全に関する取組チェックシート
・二酸化炭素削減対策等チェックシート

   ・欠格要件申告書

事前審査
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・書類確認・現地訪問
・埼玉県地球温暖化対策計画の提出

環境マネ
ジメントシ
ステムを
構築し、
環境負荷
低減に
取り組む



④廃棄物 ３Ｒの取組
  ・「リデュース（ごみの発生抑制）」、「リユース（再使用）」、「リサイクル（再生利用）」
。⑤グリーン購入（エコマーク商品の優先的購入）、グリーン電力への配慮

⑥環境教育（教育ツール利用による力量向上、管理レベル向上）、エコドライブの実施
（燃料管理とエコドライブ教育）・・・・など

①エネルギー使用量の管理、見える化（PDCAの実行）
・照明・空調・ＯＡ機器・給湯等で使用するエネルギー（電気・ガス・Ａ重油等）。     

・環境負荷実績のグラフ化、情報共有。（取り組んでいる対策項目、実施状況の点検、評価）
県提供の「二酸化炭素削減等対策チェックシート」を活用

カーボンニュートラルに向けた取組の例

②省エネ活動の推進
・空調設定温度・空調運転時間の見直し、不要箇所の消灯、オフィス空間の縮小。

  ・ＯＡ機器の待機電力対策等の省エネ活動の実施。
・自動車の運用状況管理による燃料使用量削減。

  ・残業削減(働き方改革）取組による電力消費量の低減。
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③脱炭素エネルギー推進
  ・再生可能エネルギーの利用、導入（太陽光など）。

・建物：高効率設備導入、断熱性向上、ZEB化。自動車：低燃費車、EVなどの導入



R５年までの認証事業所全体の平均削減率は１４．３％です。
R５単年度では平均２５．１％削減されました。
最大値の変動が大きい理由は、現場でのエネルギー利用による影響です。
認証事業所の全体の８４％が平均削減率０～５０％の範囲となっています。
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８４％削
減

エコアップ認証取得事業所の実績
CO₂総排出量平均削減率



よ く あ る 質 問

Q1 ISO14001（国際規格のEMS）やエコアクション２１（EA21）等第三者認証機関
による環境マネジメントシステムを取得していないと、認証申請はできないのか？

A1 他の認証取得は、申請条件ではありません。
環境マネジメントシステム（EMS）とCO₂削減対策の取組を評価する制度ですので
申請時点でEMSが構築されており、PDCAに取り組んでいることが必須となります。
エコアップ認証の取得を足掛かりに、将来ISOの取得を目指すことも可能です。

Q2 環境マネジメントシステムは、第三者認証でない独自のシステムでもよいか？
A2 独自のシステムでも可。ISO9001（品質MS）等のマネジメントシステムに環境側面

を加えてEMSを構築し、運用する方法もあります。
環境負荷低減のためのルール（仕組み）を定め、運用することが必要となります。

Q3 エコアップ認証はISOやほかのシステムとの違いは？
A3 特にCO₂排出量削減を目標に定めて活動し、取組状況を認証する制度です。

Q４ エコアップ認証はSDGs推進に役立つのか？
A4 環境分野のSDGs取組に当てはまり、取組の実践としてPRできます。



（お問合せ）

TEL ０４８－８３０－３０２１

FAX ０４８－８３０－４７７７

Mail a3030-19@pref.saitama.lg.jp

埼玉県 環境部 温暖化対策課

「コバトン」 「さいたまっち」

埼玉県マスコット
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